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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、熱ショックタンパク質70ファミリーのメンバーをコードします。このファミリーには、熱誘導性タンパク質と恒常発現タンパク質の両方が含まれます。このタンパク質は後者のグループに属し、熱ショックコグネイトタンパク質とも呼ばれます。シャペロンとして機能し、新生ポリペプチドに結合して正しいフォールディングを促進します。また、細胞内における膜成分の輸送において、クラスリン被覆小胞の分解においてATPaseとしても機能します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシングを受けた転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2011年8月]、機能：シャペロン。アイソフォーム2は、コシャペロンと競合することにより、HSC70の内因性阻害制御因子として機能する可能性がある。,誘導：恒常的に合成される。,PTM：DNA損傷時にリン酸化される（おそらくATMまたはATRによる）。,類似性：熱ショックタンパク質70ファミリーに属する。,細胞内局在：熱ショックを受けると、細胞質から核、特に核小体へ速やかに移行する。質量分析法によって、ステージIからステージIVまでのメラノソーム分画で同定されている。,サブユニット：HSPH1/HSP105と相互作用する。IRAK1BP1と相互作用する（類似性による）。PACRGおよびTSC2と相互作用する。SV40 VP1と相互作用する。,組織特異性：普遍的。,
	研究分野
	スプライソソーム;MAPK_ERK_Growth;MAPK_G_Protein;エンドサイトーシス;抗原の処理と提示;
	画像データ
	

	HSC 70 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解液のウエスタン ブロット分析。
	

	HSC 70ポリクローナル抗体を1：2000に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。
	

	HSC 70ポリクローナル抗体（1：2000希釈）を用いたHepG2細胞のウェスタンブロット解析

